
 

 

 

２０２４年５月１日 

東北電力株式会社 

北日本索道株式会社 

三洋貿易株式会社 

太平電業株式会社 

「横手湯沢フォレストサイクル株式会社」の設立について 

～秋田県産木材を燃料とした木質バイオマス発電を運営、 

地産地消の資源循環システムを構築～ 

東北電力株式会社（本店:宮城県仙台市、取締役社長 社長執行役員:樋󠄀口 康二郎、以下

「東北電力」）、北日本索道株式会社（本社:秋田県湯沢市、代表取締役:兼子 雅博、以下

「北日本索道」）、三洋貿易株式会社（本社:東京都千代田区、代表取締役社長:新谷 正伸、

以下「三洋貿易」）、および太平電業株式会社（本社:東京都千代田区、代表取締役社長:

野尻 穣、以下「太平電業」）は、本日、「横手湯沢フォレストサイクル株式会社」（以下

「新会社」）を設立いたしました。 

 

 新会社は、地域の森林資源を活用した林業および木質バイオマス発電に取り組み、

地域における資源循環システムの構築を目的として設立したものです。 

具体的には、秋田県横手市と湯沢市において、秋田県産木材を燃料とする木質バイオマス

発電所（総発電出力：３，９６０ｋＷ）を建設・運営するとともに、植林・造林といった

森林整備を行い、燃料材の生産と併せて建築材を生産・販売することなどにより、林業の

振興と地域の活性化、脱炭素化の取り組みを推進してまいります。 

 

 東北電力、北日本索道、三洋貿易、太平電業の各社は、今回の新会社の設立により

地域課題の解決に取り組むとともに、新たなサービス創出・提供も視野に入れながら、

スマート社会の実現、地域社会の持続的発展に寄与してまいります。 

 

以 上 

 

（別紙）横手湯沢フォレストサイクル株式会社の事業概要 

（参考）新会社の事業イメージ 

 

 

 

 

 



（別紙） 

 

横手湯沢フォレストサイクル株式会社の事業概要 

 

【新会社の概要】 

会  社  名：横手湯沢フォレストサイクル株式会社 

設  立  日：２０２４年５月１日 

所  在  地：宮城県仙台市 

取 締 役 社 長：和田 浩文 

資 本 金 等：１億円（資本金５千万円、資本準備金５千万円） 

株     主：東北電力８９％、北日本索道１％、三洋貿易５％、太平電業５％ 

事 業 内 容：木質バイオマス発電、電力・熱の供給及び販売、林業 

 

【発電設備の概要】 

 
横手発電所 湯沢発電所 

所在地 秋田県横手市 秋田県湯沢市 

発電方式 木質バイオマス発電（熱電併給） 木質バイオマス発電（熱電併給） 

燃料 
木質ペレット（ガス化） 

（秋田県産未利用間伐材等） 

木質ペレット（ガス化） 

（秋田県産未利用間伐材等） 

発電出力 

１，９８０ｋＷ 

（ガスエンジン：１８０ｋＷ

×１１台） 

１，９８０ｋＷ 

（ガスエンジン：１８０ｋＷ

×１１台） 

想定年間発電

電力量 
約１，４８０万ｋＷｈ 約１，４８０万ｋＷｈ 

着工 ２０２４年９月（予定） ２０２４年１０月（予定） 

運転開始 ２０２６年６月（予定） ２０２６年１０月（予定） 

 

【木質ペレット製造設備の概要】 

所  在  地：秋田県横手市（横手発電所に併設） 

年 間 生 産 量：２０，０００トン 

着     工：２０２４年９月（予定） 

運転開始予定：２０２６年６月（予定） 

 



 

【外観イメージ】 

 ○横手発電所 

 

 

 ○湯沢発電所 

 

 

 

 

 



（参考） 

 

【新会社の事業イメージ】 

 

 

 

 

 

 
 

以 上 

 


